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【受賞功績の紹介】

昭和 33年から文芸同人誌「くりま」を主な舞台に数多くの小説

を発表するとともに、同誌の編集者として多くの作家の文壇登

場を支え、全国屈指の同人誌に育て上げた。小説のほかにも、

ラジオドラマの脚本や随筆など、幅広い分野での活躍が注目さ

れる。

また、昭和 42年に北海道文学館が発足して以来、理事として運

営に参画し、北海道文学の発展に寄与。そのほか、日本放送作

家協会北海道支部長や札幌市民芸術祭実行委員長などを歴任し 、

本市の文化芸術の振興に多大な貢献をされている。

【受賞者の主な経歴】 （受賞時点の内容です）

昭和２７(1952)年　　北海道学芸大学札幌分校第 2類修了 

昭和３３(1958)年～平成元年(1989)年 

  札幌市役所勤務 

昭和４２(1967)年　　北海道文学館理事に就任 

  小説「柱状節理」が第 1回北海道新聞文学賞最終候補に 

昭和４４(1969)年　　小説「来訪者たち」が総合文芸誌「文学界」に掲載 

昭和４５(1970)年　　ラジオドラマ「アグアドの首」が国際ラジオドラマ・コンクール

「イタリア賞」に日本代表作としてノミネート 

昭和５２(1977)年　　長編小説「鮫たちの樹氷」を発表 

昭和６３(1988)年　　エッセイ集「札幌発　札幌行き」を発表 

平成　３(1991)年　　エッセイ集「北風の匂い」を発表 

平成１２(2000)年　　エッセイ集「札幌街並み　今・昔」を発表 

現　　　　　　在　　日本放送作家協会　北海道支部長 

 　　　　　　　　　札幌市民芸術祭実行委員会　委員長 

 　　　　　　　　　北海道文学館　副理事長


